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研究成果の概要（和文）：本研究は、インドネシアのガムラン音楽文化の体験学習を可能とする視聴覚教材
（DVD）の開発を目指したものである。具体的には、①ガムラン楽器と音楽文化の紹介、②口頭伝承によるガム
ラン音楽の身体技法の学習、③代用楽器による合奏とガムランの音楽構造を応用した「創作」を、教材化の３本
柱とし、解説書付のDVD教材「ガムラン音楽文化の魅力：きいて・みて・まねして・つくって・楽しもう」を作
成した。作成過程で、教員養成における本教材の活用を試行した結果、「表現」と「鑑賞」をリンクさせたガム
ラン音楽文化の体験学習の有効性が認められた。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to develop audiovisual teaching materials (DVD) to 
enable practical learning of Indonesian gamelan music culture.  Three pillars were considered for 
the teaching materials, specifically 1) introduction to gamelan instruments and music culture, 2) 
learning of gamelan music and its habitus　through transmission in terms of orality, and 3) gamelan 
ensemble with substitute instruments and creative activity through the applied musical structure of 
gamelan, to develop "The attraction of gamelan music culture: listen, see, mimic, create, and
enjoy", DVD materials with commentary. 
The study showed that applying this material for educational training, which links “musical 
performance” and “appreciation” together, was effective for the practical learning of gamelan 
music culture.

研究分野：音楽教育　民族音楽学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果により、次のような学術的・社会的意義が認められた。①「表現」と「鑑賞」をリンクさせたこれ
までにないガムラン音楽文化の教材作成、②伝統音楽における口頭伝承と体験学習への応用、③代用楽器の活用
と「創作」教材の開発、④メディア(視聴覚教材）による学習法の開発：口頭伝承の音楽におけるDVD教材の役割
とその可能性の拡大、⑤世界音楽world musicsの教育とガムラン音楽文化の学習とのリンク、⑥身体技法の伝承
による無形文化遺産の継承、⑦伝統と現代：古典から新作・創作を生み出す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 情報や人が行き交う「文化の越境」が日常化した今、移民や人種問題を抱える欧米各国を 
中心に「多文化音楽教育」や「世界音楽の教育」が推進されてきた。この潮流は日本やアジアに
も広がりつつあるが、数あるアジアの伝統音楽の中で最も広く普及したのが、インドネシアのガ
ムランである。ガムランは、ゴング類や鍵盤打楽器類を中心とする合奏音楽で、ドレミとは異な
る独特の音律や音色、多層なリズムが絡み合う緻密な音楽構造を持ち、ドビュッシー等の作曲家
にも多大な影響を与えてきた。主な地域様式にジャワ（ジャワ島中部）、スンダ（ジャワ島西部）、
バリ（バリ島）の３つがある。高度な音楽構造を持ちながら、打楽器ゆえに親しみ易いガムラン
は、異文化理解に最適の体験教材として普及した。今日、ガムランは世界各地の大学等に導入さ
れ、世界中のガムラン研究者や演奏団体のネットワーク「アメリカ・ガムラン協会 American 
Gamelan Institute」も活発に活動を行っている。また、インドネシアでも欧米・日本等でも、
ガムランの新作が数多く生まれており、今やガムランはグローカルな音楽文化としての新展開
を繰り広げつつある。 
 

(2) 平成 29年告示の音楽科学習指導要領においても、文化の多様性を理解し協働できる資質・ 
能力が提唱され、「我が国や郷土の伝統音楽」や「世界の諸外国の音楽」の指導の充実が一層求
められている。中でも、ガムランは特有の音楽的魅力ゆえに、小中高の音楽科教科書に既に広く
掲載されている。しかし実際には、西洋音楽中心の教育を受けてきた多くの教師にとって、その
教材化の壁は厚く、教育現場での実践がなかなか進まないのが現状である。 
 
(3) 筆者は、これまでにガムラン音楽文化を事例に「音楽・舞踊・楽器のリンクによる教員養成 
のためのプログラム」を開発し、「音楽文化を身体で学び教える学習」の実践を進めてきた（科
研 20830006、15K04398 等 ）。しかし、このプログラムを受講した学生や教師でも、学校現場で
自ら授業を進めるには、さらに「初心者でも身体で学んで音楽構造を理解できるガムランの映像
教材」を必要としている。耳からの CD 音源だけでは身体での模倣は困難であり、YouTube や鑑
賞教材等の既存の動画を活用しようとしても、学習プロセスが見えないプロの演奏例では音楽
の仕組みが解りにくい。また、本物の楽器が無い学校現場では、代用楽器で演奏できるガムラン
合奏の教材化や、「創作」へと発展させる学習法も探求すべき課題と言える。 
そこで、課題解決のため、口頭伝承の研究に有効な M.モースの身体技法（ハビトゥス）の論を
音楽科教育に援用しながら、ガムランの体験学習を可能にする DVD 教材の開発を行うこととし
た。 
 
２．研究の目的 
本研究は、ガムラン音楽文化を事例に、「表現」と「鑑賞」をリンクさせた体験学習を可能にす
る DVD 教材を開発することを目的とする。具体的には、①ガムラン楽器と音楽文化の紹介、②口
頭伝承によるガムラン音楽の身体技法の学習、③代用楽器による合奏とガムランの音楽構造を
応用した「創作」を教材化の３本柱とし、作成した教材の有効性（学校、教員養成、教員研修等
での活用）を検証する。 
 
３．研究の方法 
(1) ガムランの地域様式の中でも、バリ島のガムランやケチャについては、既に授業事例の DVD
等も出版されている（山口・加藤・川口 1998）が、ジャワ島のジャワ様式（ジャワ島中部）とス
ンダ様式（ジャワ島西部）のガムランの事例はまだ少ないため、本研究の対象とした。 
 
(2) 研究の方法は以下のとおりである。 
①文献・視聴覚資料等の収集・分析と、ガムラン音楽文化の現状調査 
②ジャワ、バリ、スンダの３地域様式のガムランの DVD 教材の開発とドキュメンテーション：
１）ガムラン合奏（本物の楽器）の体験学習、２）代用楽器による「木琴ガムラン」、３）ガム
ランの音楽構造を応用した「創作」の開発と試行・検証 
③視聴覚教材「ガムラン音楽文化の魅力－きいて・みて・まねして・つくって・楽しもう」（DVD
＆解説書付）の作成 
 
４．研究成果 
(1) 「表現」と「鑑賞」をリンクさせたこれまでにないガムラン音楽文化の教材作成：本教材
は、DVD と解説書から成り、１ジャワ・ガムラン、２バリ・ガムラン、３スンダ・ガムラン、４
竹の音楽文化１：アンクルンとインドネシア民謡、５竹の音楽文化２：スンダのチャルンとわら
べ歌、６インドネシアの舞踊を体験しよう、７ガムラン風音楽づくり１：インターロッキングで
遊ぼう、８ガムラン風音楽づくり２、９実践例１小学校：インドネシアの音楽に親しもう～ガム
ラン体験を中心に、10 実践例２中学校：総合学習でガムラン音楽文化を学ぶ、11 ガムランとド



ビュッシーという内容で構成されている。 
 
(2) 伝統音楽における口頭伝承と体験学習への応用：太鼓の「テレツク天」のような「唱歌し
ょうが」（口唱歌）による伝承法は、ガムランなどの世界の伝統音楽に広く見られる。新指導要
領でも、新たに和楽器の学習に「適宜、口唱歌を用いること」が明示された。既に「我が国の伝
統音楽」については口唱歌を用いた DVD 教材も開発されつつあるが（徳丸 2019）、「世界の諸外
国の音楽」では、口唱歌のような口頭伝承を重視した教材の開発は遅れている。それゆえ本研究
で、ガムランを事例にアジアの伝統音楽の身体技法の伝承に基づく体験学習の指導法を新たに
提示し開発したことは、今後の音楽教育への大きな寄与と成り得る。 
 
(3) 代用楽器の活用と「創作」教材の開発：「世界の諸外国の音楽」の教材化は「鑑賞」から「表
現」への展開もわずかに見られるが、その映像教材化は不十分である。バリ・ガムランで「器楽」
教材として代用楽器の合奏の採譜例が教科書に掲載されたが、楽譜だけでは演奏まで学習が進
みにくい。また、「創作」教材として、ガムランのインターロッキング（入れ子リズム）の仕組
みを用いた「音楽づくり」の例もあるが、図形楽譜のみで視聴覚教材化には至っていない。本研
究で、日本や西洋音楽とは異なる音楽文法を用いた「創作」活動の可能性が開け、具体的な実践
へつながると期待される。 
 
(4) メディア（視聴覚教材）による学習法の開発と口頭伝承の音楽における DVD 教材の可能性
の拡大：ICT の普及と共に、現在インドネシアでもガムランの授業で、携帯電話による録音や録
画が日常的に行われ、学習方法が変化してきている。本研究では、口頭伝承による伝統音楽を演
奏する学習のために、DVD 教材を使う可能性と限界について、メディアと身体性の観点から検証
することができた。これは、音楽科教育における ICT 活用の可能性を開く新しい視点と言える。 
 
(5) 世界音楽 world musics の教育とガムランの学習とのリンク：ダイバーシティが標榜され
る現在、欧米を中心に多文化音楽教育やインターカルチュラルな音楽教育が展開されている。そ
の中で P.S.キャンベルによる「世界音楽教授法 World Music Pedagogy」は、世界の様々な音楽
の音源を教材に、「聴く」「創る」「統合する」活動を柱に授業プランを数多く提示し、注目され
ている。しかし、異文化の音楽を西洋音楽の五線譜やドレミ唱法に翻訳して教材化する方法に対
しては、課題も指摘されている（金光真理子 2016）。本研究では、そうした課題を乗り越えるべ
く、ドレミや五線譜を介在させずに DVD 教材を手本として活用することで、本来の音律や口頭伝
承に則った学習法を開発した。 
 
(6) 身体技法の伝承による無形文化遺産の継承：民族音楽学や民俗学等では、楽譜に頼らない
身体技法による伝承の重要性についての研究が進み、「わざ」も研究テーマの重要トピックとな
ってきた（生田久美子 1987、川口 2009 など）。AI の技術革新が進む中で、「人間にしかできない
こと」として、こうした「わざ」を駆使した伝承が挙げられる。その意味で、口頭伝承による身
体技法の学習を視聴覚教材化することは、音楽科教育を通して世界の無形文化遺産の継承にも
つながる方法を開発する研究と位置づけることができる。 
 
(7) 伝統と現代－古典から新作・創作を生み出す：現在ではインドネシアにおいても、ガムラ
ンの古典曲だけでなく、多くの新作が作られており、ガムラン楽器を取り入れたポピュラー音楽
も盛んになっている。さらに米国のルー・ハリソンや日本の藤枝守をはじめとし、欧米や日本の
作曲家によるガムランの新作も数多く発表され、高い評価を得ている（川口 2002）。その意味で、
今やガムランの「創作」教材化は、世界の音楽文化に新しい伝統を生み出すグローカルな挑戦と
も位置づけられる。 
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